	会 議 報 告


· 5th Japanese-Mediterranean Workshop on Applied Electromagnetic Engineering for Magnetic, Superconducting and Nano Materials (JAPMED5)
· KSEEE-JSAEM 2007 International Engineering Conference (E-TECH 2007)
· The 12th International Workshop on Electromagnetic Nondestructive Evaluation (eNDE 2007)
· The 13th International Symposium on Applied Electromagnetics and Mechanics (ISEM2007)

5th Japanese-Mediterranean Workshop on Applied Electromagnetic Engineering for Magnetic, Superconducting and Nano Materials

(http://www.topkinisis.com/conference/japmed5/)
September 16-19, 2007, Larnaca, Cyprus
日本-地中海合同ワークショップ「JAPMED05」は2007年9月16日から19日にわたり地中海で３番目に面積の広い島でギリシャ神話のヴィーナス生誕の地といわれるキプロス島南東部にある避暑地ラルナカのGolden Bay Hotelで開催されました。本国際会議は「日本-ギリシャ合同ワークショップ」として始まり，第1回目を1999年5月にアテネで開催，第2回目は2001年5月に超伝導フライホィールワークショップとの合同で大分にて開催，第３回目から対象国をギリシャだけでなく地中海沿岸各国に拡大し，「日本-地中海合同ワークショップ」と改名して2003年5月にアテネで開催，第４回目をエジプトのカイロで開催，そして本年第5回目をキプロス大学のJ. Giapintzakis 教授を現地組織委員会の議長として開催されました。

　参加登録者の総数は67 名（16カ国）で，内訳は日本(22)， ギリシャ(20)，ルーマニア(8)，キプロス(2)，ロシア(2)，イギリス(2)，ウクライナ(2)で，以下は１名ですが世界中の幅広い地域からの参加がありました。航空機の便はあまりよくなかったですが，多くのご参加をいただき, 感謝いたします。
1日目（9月16日）
Registration

Welcome Reception

2日目（9月17日）
Opening Session

超電導応用（Applied Superconductivity）
        (7件)

ナノテクノロジー (Nanotechnology )  
        (4件)
特殊先端材料（Particular Advanced Materials ）　 　　(6件)
Banquet (Bus Tour & Traditional Dinner)

3日目（9月18日）

磁性材料 (Magnetic Materials)  
       
　　　　(7件)

ポスターセッション
（Applications & etc）
       (25件)

電磁応用I（Applied Electromagnetics I）
        (7件)
4日目（9月19日）

  電磁応用II（Applied Electromagnetics II）
        (6件)
先端技術（Advanced Techniques ）
    　　(7件)
  Closing Session and Concluding Remarks
会議の構成は各セッションにおいて基調講演1件に続いてオーラル講演が4～6件行われました。また，ポスターセッションは3日目に会場前のロビーで行われました。基調講演は，先端の研究成果と今後の動向を示唆する貴重な内容で，続くオーラル講演で個々の課題に対する最新の成果の報告がなされました。今回は発表時間を長くして，基調講演30分，オーラル18分で行いました。地球温暖化防止，環境保護，省エネルギー化などの社会的問題を背景に, 超電導材料やナノマテリアルを初めとする様々な機能性材料の開発とそれらの応用技術開発が益々盛んになってきており, 本会議では異分野の研究者間の交流により，別の視点を知る上で有意義でした。また，共同研究の開始，研究者や学生の派遣などの話しもあり，国際交流のきっかけとなっています。一点気になったのは，少子化の影響もあるのかもしれませんが，大学院生の国際会議参加が例年に比べて少なかったことが挙げられます。
最後になりましたが，「JAPMED05」へご協力くださいました参加者の方々に心より厚くお礼申し上げます。また，各セッションの座長をはじめ，国際会議の準備や運営へご協力いただきました皆様に心より感謝いたします。次回（第6回）は2009年にルーマニアのBucharestでF.Hantila教授を現地組織委員会の議長として開催されます。
戸高孝（大分大学）
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JAPMED5 国別参加者数
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集合写真（Golden Bay Hotelにて）















